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府立桜和高等学校  

校長  川口 伊佐夫 

令和６年度 学校経営計画及び学校評価 

１ めざす学校像 

1. 大阪府内で初の教育系専門学科である教育文理学科（単科）を有する高校として、高い志を持ち、次世代の大阪を創生する人材を育成する。 

2. 主体的に学ぶ力、コミュニケーション力、課題解決力、情報活用能力、未来を切り拓く想像力を育成する。 

3. 幼稚園や小学校、中学校などの教育機関における現場実習や地域・企業と連携した体験実践学習をおこなうとともに、対話や協働・体験を通して教育や英語、自然

科学や情報といったそれぞれの分野で将来リーダーシップを育成・発揮できる探究活動の充実に取り組む。 

 

２ 中期的目標 

1. 「心身の健康と安全を自他ともに保持増進する力」の育成 

（１）心身の健康と安全確保について生徒が自分自身だけでなく、他者に対しても説明したり働きかけたりすることができるようになるための教育の推進 

※生徒向け学校教育自己診断における「学校へ行くのが楽しい。」の肯定的回答率 80％以上を維持。（R４：85%  R５：86%） 

（２）中退防止・不登校・進路選択の不安など高校生活における課題に対する取組の充実 

※生徒向け学校教育自己診断における「命の大切さや社会のルールについて学ぶ機会がある。」の肯定的回答率 80％以上を維持。（R４：81% R５：90％） 

2. 「視野を広げ課題を発見し科学的にアプローチすることで解決につなげる力」の育成 

（１）主体的・対話的な授業づくりを学校全体で推進し、学校設定科目「教育探究」の充実とともに、各教科科目において探究的な学びを生み出す授業を工夫することで、科学的手

法の習得と学ぶ意欲を高める学習へと発展させる。 

ア 校内研修や相互授業見学週間、研究授業等の充実を通して、授業改善の取り組みを推し進める。 

※生徒向け学校教育自己診断における「教え方に工夫をしている先生が多い。」の肯定的回答率 80％以上を維持。（R４:86％ R５:83%） 

※生徒向け学校教育自己診断における「授業を受けて、学習意欲が高まった」の肯定的回答率 80％以上を維持。（R５：83％） 

※生徒向け学校教育自己診断における「授業では、実験・観察・実習をしたり、学校外へ見学に行く機会がよくある。」の肯定的回答率を 70％以上にする。 

（R４:64％ R５:69%） 

（２）高大連携行事を充実させることでキャリア教育の充実を図り、将来の目標に向かって主体的かつ積極的に行動する力を育成する。 

※生徒向け学校教育自己診断における「高大連携事業や外部との交流が、自分の知識を広げ、進路選択に役立っていると感じる。」の肯定的回答率 80％以上を維持。 

（R５: 79%） 

（３）学校図書館をはじめとする情報資産を活用して、視野を広げ自らの生き方を考えさせるキャリア教育を推進することで学習意欲の向上を図る。 

※生徒向け学校教育自己診断における「将来の進路や生き方について考える機会がある。」の肯定的回答率 80％以上維持。（R５：88％） 

（４）地域に開かれた学校づくりの推進並びに北区を中心とした近隣校との異校種間連携を充実させる。 

（５）姉妹校との国際交流を充実させ、国際的な視野を養い、他の国や文化を尊重し、高い志を持ち未来を切り拓く主体性のある人物の育成に努める。 

ア 留学生との交流の機会を深め、多様な文化を享受する取り組みの実施。 

イ 外部講師等を招聘し、多文化理解の充実をはかる。 

（６）進路指導の充実 

ア 講習や補習、勉強合宿を含めた進路行事を充実させ、生徒が積極的に進路開拓に向けて努力し、文系・理系それぞれの分野で将来リーダーシップを発揮できるよう、新

たな経験に積極的に挑戦し、未来を切り拓くための創造力を養う。 

※国公立大学及び難関私立大学（関関同立・産近甲龍・外国語大学）の現役延べ合格者数を 120名となることをめざす。 

3. 「高いコミュニケーション能力、情報活用能力を身につけることで、人権を尊重し相互理解に努める力」の育成 

（１） コミュニケーション能力、情報活用能力、課題解決能力、未来を切り拓く創造力並びに情報リテラシーを教科横断的な視点に基づき育成する。 

※生徒向け学校教育自己診断における「教育活動を通じて、コミュニケーション能力やプレゼンテーション能力が身についた。」の肯定的回答率 90％以上を維持する。 

（生徒 R５:93%） 

（２） 体験活動や地域連携等における活動を通して人や社会とのつながりを考察させることで、他者とよりよく生きるための態度を養う。 

※生徒向け学校教育自己診断における「授業や部活動などで、保護者や地域の人々とかかわる機会がある。」の肯定的回答率 80％以上維持。（R５：63％） 

（３） 学校行事、部活動等を通して、自己の可能性を伸ばし、よりよく社会に参画する態度を養う。 

ア 生徒が主体的に学校行事等に関与できるよう生徒会活動を活性化させる。 

※ 生徒向け学校教育自己診断における「生徒会活動は、活発である。」の肯定的回答率 80％以上維持。（R４：81％ R５：79％） 

イ 人権尊重の学校づくりを進めるため、人権教育及び人権啓発に関する正しい理解を深めるとともに、いじめを無くす取組を支援する。 

ウ 校則に関して、生徒が主体的に考えられる場をつくり、生徒自身が考え行動し、自主的に取り組めるよう努める。 

※生徒向け学校教育自己診断において「学校生活についての先生の指導は納得できる。」の肯定的回答率を 80％以上にする。（R４：79％ R５：77%） 

4. 「チーム桜和」を支える教員力の向上 

（１） 学校保健委員会、安全衛生委員会を活性化するとともに、「大阪府部活動の在り方に関する方針」・「府立学校における働き方改革に係る取組みについて」等を踏まえた生徒・

教職員の健康管理体制の充実  

（２） 大阪教育大学と教育委員会との連携協力に関する協定書に則り、大阪教育大学と連携して教育文理学科の特色を最大限発揮するための実践研究の推進 

ア スクールミッションやスクールポリシー等のビジョンを明確にし、特色ある教育の実現に向けて取り組む。 

※教職員向け学校教育自己診断の「校長は自らの教育理念や学校運営についての考え方を明らかにしている。」の肯定的回答率 90％以上維持。（教職員 R４:96% R５:100%） 

（３） 新型コロナウイルス感染症拡大時等においても、生徒が体系的・計画的に学習をすすめていけるようＩＣＴの活用を充実させる環境づくり 

※生徒向け学校教育自己診断における「学校は１人１台端末を効果的に活用している。」の肯定的回答率 90％以上維持。（生徒 Ｒ４:94%、R５:95%） 

（４） 教育センターの研修等を活用し、ＩＣＴ等を活用した校務の効率化により、教職員の事務作業に係る時間軽減及び生徒と向き合う時間の拡充 

※ 教職員向け学校教育自己診断における「校内研修組織が確立し、計画的に研修が実施されている。」の肯定的回答率を 80％以上にする。（R５：90％） 

（５） 学校の特色について、教職員間における共通認識に基づく広報活動の充実を図るとともに、保護者や地域等との連携を推進する。 

※ 教職員向け学校教育自己診断における「情報提供の手段として、学校のホームページが活用されている。」の肯定的回答率を 80％以上にする。（R５：100％） 

 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】  

学校教育自己診断の結果と分析［令和年月実施分］  学校運営協議会からの意見  
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３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 

目標 

今年度の 

重点目標  
具体的な取組計画・内容  評価指標  [R５年度値] 自己評価  

１ 

心
身
の
健
康
と
安
全
を
保
持
増
進
す
る
力
の
育
成 

（１） 

心身の健康と安全確保に

ついて生徒が説明したり働

きかけたりすることができる

ようになるための指導の充

実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

高校生活における課題に

対する取組の充実 

 

（１） 

・衛生管理や救命救急に関する指導のため、校内に

おいて救命講習用人形やＡＥＤトレーナーを常備

し、教員研修及び教育課程外での生徒指導の機会

を設けて、生徒に知識とスキルを身につけさせる。 

 

・薬物乱用防止教室、交通安全教育等に広い視点

で取組み、生徒の知識とスキルを高めるため、外部

講師を招く講演会を計画的に実施する。 

 

・18歳成人を踏まえ、消費者・主権者教育の推進を

図るため、外部講師を招く講演会を計画的に実施す

る。 

 

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカ

ーとの連携により、課題を抱える生徒への理解を深

め、対応の方法等知識を高めるための教員研修を

実施する。 

 

（２） 

中退・不登校・進路選択の不安・高校生活に関する

諸課題について、スクールカウンセラーと連携しなが

ら、定例の検討会を開催する。 

（１） 

・生徒ならびに教員対象の救命救急講習会を実

施する。 

［R４：２回 R５：教員・生徒ともに１回ずつ実施］ 

 

 

・外部機関等から講師を招き、講演会を年１回以

上実施する。 

［R４：１回 R５：１回実施］ 

 

・主権者教育推進のために外部機関等から講師

を招き講演会を年１回以上開催する。 

［R４:１回 R５：０回］ 

 

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワー

カーと連携し、諸課題への理解を深めるための教

職員研修会を年１回以上実施する。 

［R４:１回 R５ １回実施］ 

 

（２） 

・生徒向け学校教育自己診断における「悩みや相

談に親身になってくれる先生が多い。」の肯定的

回答率80％以上を維持する。（R４:81%  R５:86%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 
解
決
に
つ
な
げ
る
力
の
育
成 

（１）  

探究的な学びによる科学

的手法の習得と学ぶ意欲

を高める学習 

 

 

（２）  

高大連携行事の充実によ

るキャリア教育の推進 

 

 

 

（３）  

学校図書館の活用ならび

に教育環境の整備 

 

 

 

 

 

 

（４） 

北区を中心とした近隣校と

の異校種間連携の充実 

 

 

 

 

 

（５） 

国際的視野を養い、多文

化理解を図る力の育成 

（１） 

学校設定科目「教育探究」等における学びを通し

て、他者とのかかわりについての考察を深める科学

的手法を教授し、教員自らも日々指導方法について

自己研鑽に励み、資質・能力の向上に努める。 

 

（２） 

将来の目標に向かって主体的・積極的に行動する

力を育成するキャリア教育推進のため、積極的に大

学との連携を行い、大学訪問等含めて交流を深め

る。 

 

 

（３） 

学校図書館等の情報資産を活用し、視野を広げ自

己の生き方を考察させ、学習意欲の向上を図るた

め、学校図書館の教育環境を整備する。 

 

 

 

 

 

 

（４） 

「教育ボランティア」にて積極的に異校種間連携なら

びに教育関連施設において体験実習を行う。また、

令和６年度「教育体験」実施校との連携を進める。 

 

 

 

 

（５） 

姉妹校からの留学生との積極的な交流や、大学や

外部機関との連携を進める。 

（１） 

・生徒向け学校教育自己診断における「学校で

は、生活規律や学習規律などの基本的習慣の確

立に力を入れている。」の肯定的回答率80％以上

を維持する。 

（生徒 R４ 86％ R５ 86%） 

 

（２） 

・探究学習の成果発表の場として、保護者や他校

生徒など外部を招いた発表会を実施する。 

・大学や外部機関との連携授業を年10回以上実

施する。（R５ 10回） 

 

（３） 

・ビブリオバトルに取り組み、本に対する興味関心

を引き出すよう取り組む。 

（R５ １年教育探究にて実施） 

・生徒向け学校教育自己診断における「教室・特

別教室・運動場などは、授業や生活がしやすいよ

うに整備されている。」の肯定的回答率90％以上

を維持する。 

（生徒 R４ 90％ R５ 90%） 

 

（４） 

・生徒向け学校教育自己診断において「授業や

部活動、学校行事などを通して、ほかの学校や幼

稚園・保育園などと交流することがある。」の肯定

的回答率を80％以上にする。 

（生徒 R４ 55％ R５ 77%） 

・支援学校との交流を年に１回以上実施する。 

 

（５） 

・大学等から外部講師を年に２回以上招聘し、多

文化理解の充実を図る取り組みを行う。 

・英検２級の新規取得者30名。 

（R５ 24名） 

 

 

・ 
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３ 

人
権
尊
重
・
相
互
理
解
に
努
め
る
力
の
育
成 

（１）  

教科横断的な視点に基づ

くコミュニケーション能力、

情報活用能力等の育成 

 

 

 

 

（２）  

他者とよりよくつながる態

度を養う 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

よりよく社会に参画する態

度を養う 

（１） 

教科横断的な視点に基づくコミュニケーション能力

等の育成を図るため、積極的に授業公開を進め、情

報交換を活発に行う。 

 

 

 

 

 

（２） 

人や社会とのつながりについて考察を深めさせ、自

他の存在の価値に気づかせるため、体験活動や地

域とかかわる機会を全教職員で探し設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

学校行事に対して、生徒が主体的に関与し、部活動

に意欲をもって取り組む環境づくりを推進するため、

生徒会を中心に学校行事を活性化させ、外部との積

極的な交流を図る。 

（１） 

・STEAM的手法を用いて、多角的・教科横断的な

視点に基づく授業を実施する。 

（R５ 教育探究Ⅱにて実施） 

・生徒向け学校教育自己診断において「授業で

自分の考えをまとめたり、発表する機会がある。」

の肯定的回答率90％以上を維持する。 

（生徒 R４ 95％ R５ 98%） 

 

（２） 

・生徒向け学校教育自己診断における「授業や部

活動などで、保護者や地域の人々とかかわる機

会がある。」の肯定的回答率を70％以上にする。 

（生徒 R４ 62％ R５ 63%） 

・生徒向け学校教育自己診断における「先生は、

いじめについて私たちが困っていることがあれば

真剣に対してくれる」の肯定的回答率80％以上を

維持する。 

（生徒 R４ 87％ R５ 90％） 

 

（３） 

・生徒向け学校教育自己診断における「学習と部

活動の両立に向けて取り組んでいる。」の肯定的

回答率80％以上を維持する。（R５ 75％） 

・部活動外部指導員の積極的な活用や部活動大

阪モデルを通して、勤務時間の是正を積極的に

図り、教員一人あたりの時間外在校等時間を月

平均45時間未満にする。 

・学期に一度のクラブ表彰の実施や大会以外の

発表の場を年に１度は必ず設け、生徒・顧問のモ

チベーションの維持に寄与する。 

 

 

・ 

 

 

 

４ 

「
チ
ー
ム
桜
和
高
校
」
を
支
え
る
教
員
力
の
向
上 

（１） 

生徒・教職員の健康管理

体制の充実 

 

 

（２） 

大阪教育大学と連携して

教育文理学科の特色を最

大限発揮するための実践

研究の推進 

 

 

 

 

（３） 

ＩＣＴの活用を充実させる環

境づくり 

 

 

 

 

 

 

（４） 

ＩＣＴ等を活用した校務の

効率化 

 

 

 

 

（５） 

広報活動の充実、保護者

や地域等との連携を推進

する 

（１） 

学校保健委員会、安全衛生委員会の活性化を図り、

生徒・教職員の自他ともに健康への配慮ができる態

度を育てる。 

 

（２） 

「教育探究」の授業実践の結果から、よりよい授業に

向けた方法を考察する教職員研修を外部の支援を

得て実施するとともに、令和６年度よりはじまる「教育

体験」等の教育計画を作成する。 

 

 

 

 

（３） 

教職員ＩＣＴ委員会、生徒ＩＣＴ委員会を常設し、通信

環境の整備と１人１台端末の効果的な使用方法の共

有を図る。 

 

 

 

 

 

（４） 

教育センターの研修等の活用、教材等のコンテンツ

や進路情報の共有を進め、業務の効率化を図るた

めの情報環境を整備する。 

 

 

 

（５） 

学校説明会や学校ＨＰ等を通じて、中学生やその保

護者、地域に積極的に創意工夫を生かした魅力発

信を行う。 

（１） 

・教職員の年間１人当たりの平均時間外在校時間

を400時間以内にすることをめざす。（R４ 459時間 

Ｒ５ 322時間）（４～１月） 

 

（２） 

・連携大学等から教授を招き、教育実践における

最新の研究に関連する講義を年３回実施する。 

（R５ ３回） 

・教職員向け学校教育自己診断の「生徒の実態

をふまえ、参加体験型の学習を行うなど、指導方

法の工夫・改善を行っている。」の肯定的回答率

90％以上を維持する。 

（教職員 R４ 100%、R５ 100%） 

 

（３） 

・ＩＣＴ委員会（生徒・教職員）によるＩＣＴ活用研修

を年１回以上実施する。 

・教職員向け学校教育自己診断における「コンピ

ューター等のＩＣＴ機器が、授業などで活用されて

いる。」の肯定的回答率90％以上を維持する。 

（教職員 Ｒ４ 100%、R５ 100%） 

 

（４） 

教職員向け学校教育自己診断における「この学

校では、府教育センター等が主催する研修に計

画的に参加する体制が整っている。」の肯定的回

答率80％以上を維持する。 

（教職員 Ｒ４ 87%、R５ 80%） 

 

（５） 

・学校説明会を年５回以上、学校ＨＰの更新回数

を300回以上とする。 

・中学校への出前授業を10回以上実施し、中学

校におけるキャリア教育へ積極的に貢献する。 

（R５ 14回） 

・保護者向け学校教育自己診断における「学校の

ホームページをよく見る」の肯定的回答率70％以

上を維持する。 

（保護者 R５ 61%） 

・保護者参観weekを年１回設け、保護者向け学校

教育自己診断における「学校の授業参観や学校

行事に参加したことがある」の肯定的回答率80％

以上を維持する。（保護者 R５ 82%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


